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いえしまプロジェクト 
（兵庫県） 

2002 



NPO法人いえしま （2007ｰ） 

・いえしまの特産品を活用した加工品の開発 
・黒門市場や島根県海士町への視察 
・大阪における情報発信手法の検討 
・加工品の試作 

黒門市場の視察と作戦会議 



NPO法人いえしま （2007ｰ） 



他地域の商品を勉強 マーケティングを勉強 

【商品開発】  マーケティングを勉強 （2008） 



原研哉さん 
デザイナー 

梅原真さん 
デザイナー 

大黒大悟さん 
デザイナー 

辻村深月さん 
小説家 



デザイナーっちゅう
ことは・・・ 

ラベルかけるやん！ 

マジックとシール
あったらできるやろ。 

【パッケージ】 デザイナーを巻き込んだラベルづくり 



悩む・・・ 
デザイナーたち 



＜のりっこ＞ 

・家島の空気感を伝える四方のメッセージ 
・お土産として誰かに買って帰りたくなる上品さ 
・島ののどかな雰囲気を伝えるため商品名をひらがなに 

パッケージデザインの研究・開発 



・島が持つ素朴な雰囲気を表すシンプルなデザイン 
・漁村の豊かな日常を想像させる「おいしい食べ方」の表記 
・縦型の陳列など消費者の目を引く工夫 

＜あなごの一夜干し／でんすけの一夜干し＞ 

パッケージデザインの研究・開発 



＜その他の定番商品＞ 
・資源調査で発掘した島の豊かな自然の色を採用 
・参加型で一緒に展開させていける形 
・いろいろなパッケージパターンに対応可能な形態 

パッケージデザインの研究・開発 



「公」を担う「民」としての役割 

・特産品づくりは、島のPRにつながる。 
・特産品販売で得た利益を、島の公的な活動につなげる。 

NPOいえしまの特徴 

特産品 

まちの広報 

コミュニティ
バス 



マルヤガーデンズ 
（鹿児島県） 

2009-2010 













近鉄新本店プロジェクト 

（大阪府）  

2011- 



■近鉄百貨店新本店プロジェクト コミュニティスペース 



・コミュニティスペースで
活動する際に大切にす
ることとは。 
・団体間の活動内容等 
情報交換 

・社会実験の実施場所
（&やHOOP、近鉄百貨
店本店内）に視察 
・試してみたいこと 

第一期のワークショップの流れ 

ワークショップは計4回実施。 

各回、話し合いのテーマを設定し、段階的にコミュニティの意見を整理・確認しながら進め
ていく。 

今期はコミュニティスペースでコアとなる活動団体にWSに参加頂き、コミュニティスペース
におけるコンセプトを共有する。 

共有したコンセプトはコンセプトブックにまとめ、これから新たに参加される団体にも引き
継いでいく大切なもとのなる。 

第1回目:2/14(火) 第2回目:3/15(木)  第3回目:4/22(日) 第4回目：6/1（金） 

・コンセプトの共有 
・各団体の活動の悩み、
コミュニティスペースで
活動していくうえで大切
にしたいこと 

・コミュニティスペースに
おけるコンセプト共有。 
・試験的なイベント企画、
準備スケジュールなど。 

■近鉄百貨店新本店プロジェクト コミュニティスペース 
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■近鉄百貨店新本店プロジェクト コミュニティスペース 



第１回 試験的プログラム 

その回の 

最も特徴的な写真を入れてください。 

【効果】 

・場所の広さや雰囲気を知ることが出来た 

・他のNPOさんや団体さんとの交流が出来た 

・百貨店の売場で商品をお借りして、企画が出来た 

・思った以上の集客が得られた 

【課題】 

・展示ブースとテナントの差があまりなく 

 わかりづらかった 

・集客方法と実施方法のマッチングができなかった 

・チラシ、アピールが足らなかった 



S 

コンシェルジュ、サポーター、レポーター 

C R 

27人 37人 40人 





◆あるものを活かす 

・地域住民が自ら地域にあるものを発見すること。 

・なかなか発見しなくてもイライラしないこと。プロセスが重要。 

 

◆プロジェクトチームをうまくつくる 

・あるものを探しながらチームをつくる。 

・役割分担の明確化。役割分担が遅々として進まなくてもイライラしないこと。 

 

◆あるものとチームから事業を発明する 

・時流や事例について研究する。 

・バックキャスティングによって事業プロセスをデザインする。 

 

◆一連のプロセスをサポートする「イライラしない専門家」が必要。 
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